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京大広報 1992. 6, 1 
f……一一o…＝~一…d…o。伺
~ 叩年度創立記念行事音楽会の開催 ； 
~ 木学では， 6月18日の創立記念日を祝し，下 本へ本拠を移し，ソリスト，室内楽奏者と して b
~ 記の音楽会を開催いたします。本学教職員 ・学 活躍中。桐朋学園大学助教授。 ~ 
！生の来聴を歓迎します。 水戸 浩一 ！ 
0 記 1987年桐朋学園大学卒業。 1989年西 ドイツ政 l
~ 日 時 平成4年6月m 例午後6時間 府給費留学生として西ドイツ国立ハンブルク音 l
~ 演 楽大学でp，カーレンゼー教授に師事。 1990年 i
i会 場 京都会館第二ホール 斎藤記念オーケストラに参加。 1991年ノ、ンブル！！ 左京区岡崎（町東山二件） ク吋劇場特別研修生。 ~ 
名 称“田宮堅二（トランペット）とその 猶井正宣告 ~ 
~ 仲間たち” 桐朋学園在学中の1973年，東京交響楽団に入 i
i演 奏者田宮堅二（ト ランベット）， 水戸浩 団。 1976年，西ドイツ，ケルン大学に入学し， x 
~ －（トランベット）， 猶井正幸（ホ 1977年よりミュンヘングラットバッハ，ピーレ ~ 
0 ルン），神谷 敏（トロンボーン）， フェルトの各オーケストラを歴任後，ポン国立 1
x 稲川栄一（チュー州大竹くみ（キ 歌劇場管弦楽団に19昨入団。大阪フィルハー！； ィード） 一席奏者。 ； 
プログラム （予定） 神谷 敏 ~ 
8 R シュト ラウス： 祝典入域幽 桐朋学園に学び， m 年東京交響楽団， 1974l 
0 ガブリエリ ：：カンツォン 年より新日本フィルハーモニーの首席奏者を勤 1
~ ヘンデル ：「水上の音楽」より め， 1978年渡欧。同年よりベルリン ・フィルの i
~ ジーベルト ：現代のオラトリオ 契約団員， 1981年カ ッセル市立歌劇場管弦楽団 i
~ 山タニック号の沈没」 に首席奏者として入団。 ~ 
8 一休 憩一 現在， NHK交響楽団首席トロンボーン奏 jI … ：ベリのファンファーレ ー学一鵠師。 ~ 
世界のメロディー：フランス，ドイツ，スイ 稲川栄一 。
ス，アメリカ，アルゼン 東京芸術大学卒業後，ベルリン音楽大学に学！！ チン び闘を麟の成績で卒業。西ドイツ！
クラ一ク：トランぺツ卜 ．ヴオランタリ一 ケ／レン市立歌劇場管弦楽団に入団。現在，東京 l! J. s 一一 耕大学等
ヴヱノレデイ ：：歌劇「アイ一タ．」より 大竹くみ
凱旋行進曲 1984年桐朋学園大学音楽学部入学。三善晃 1
~ ワグナー ：歌劇「ローエングリン」より 学長に師事。 1988年同大学を卒業し， 1989年第 i
6 第三幕第三場騎士の行進 58回日本音楽コンクール作曲部門第一位。現 f
~ （演奏者略歴） 在，日本現代音楽協会会員o 0 
i田宮堅二 入場無料 ~ 
i 1968年桐朋学園大学卒業。 1972年西ベルリン 備考：職員証又は学生証等を持参して下さ！
l音楽大学卒業。ソロ，室内楽の分野で西ドイツ い。定員は950名先着順とします0 ~ 
~ 中心にヨーロッパ アメリカで活躍。現在，日 （学生部） ！ 
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(La France paresseuse？）」 とし、う論争があっ
~ 
宮本正太郎名誉教授
本学名誉教授宮本正太郎先生は， 5月11日逝去
された。享年79。
先生は，昭和11年京都帝国大学理学部を卒業
後，大学院を経て，同15年理学部講師，同18年助
教授に就任，同23年教授に昇任（宇宙物理学第ー
講座を担当）。同33年より同大学理学部附属天文
台長，同51年停年により退官され，京都大学名誉
教授の称号を授与された。
この間，日本天文学会評議員及び理事長，学術
奨励審議会専門委員，日本学術会議天文学研究連
絡委員会委員長，同日食分科会委員長，国際惑星
地質学会副会長，国際天文学連合日本代表，同惑
星委員会幹事として学術の発展に貢献された。ま
た著述と講演活動は本学退官後も続けられ学術成
た。例えばフランス人は労働時聞が日本などに
比べて短く，競争力に劣る，といった類であ
る。確かにフランス人全体の平均労働時聞は短
いが，しかしエリート層は実によく働く。朝の
8時前から夜10時， 11時までというのは珍しく
ない。ある銀行副頭取は，成功の秘訣を問われ
て，「眠らないこと」と答えた。 フランスの頭
の部分は極めて優秀かつ勤勉であり，柔軟であ
る。が，如何せん，胴体から下の部分は上のよ
うな神話にしばられ，硬直的だ。フランスは，
明噺さを重んじ，専門的能力に力をそそぎなが
らも，社会全体のダイナミズムは感じられなく
なっている。ギリシア，ローマに遡る永い歴史
の遺産は大きく深い。しかしフランスは，この
歴史と伝統にあぐらをかいていたように忠われ
うま
る。我が愛する「美しくにフ ランスJの前途
は，自らを包んでいる様々の神話のベールをど
れほど脱ぎ捨てられるか，にかかっているよう
に思われるのだが。
c~ 、だ りゅういら法学部教授）
… ……一一一
果の社会還元に寄与された。
先生の専門は，天文学であり，研究の対象は惑
星状星雲，早期特異星，太陽彩j冒及びコロナ，
月，火星と多岐にわたり，それぞれに優れた研究
業績を残された。特に1942年に発表された「太陽
コロナの輝線について」は，観測事実に理論的解
釈を与えてコロナが百万度であることを立証した
もので，世界にさきがけた業績で・あった。また自
ら20年にわたって火星観測を続け，火星大気の大
循環や，極冠について新しい知見を得， 「火星気
象学」ともいうべき分野を開拓された。
これらの研究業績，学術上の貢献，学聞を通じ
ての社会的貢献により， 昭和51年に紫綬褒章，昭
和58年に勲三等旭日中綬章を授与された。
ここに謹んで哀悼の意を表します。
（理学部）
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